
 

＜参考資料 4-1＞一時滞在施設の備蓄品の例（都立施設） 

大分類 備蓄品目 注意事項 

水 

保存水（500ml） 

（24 本/箱） 
直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

保存水（500ml） 

（24 本/箱） 
直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

食料 

クラッカー 

（70 食/箱） 

直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

原料の一部にアレルギー物質（小麦）を含むことを配布の

際に周知すること。 

パン 

（24 食/箱） 

直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

原料の一部にアレルギー物質（小麦・卵・乳・大豆）を含む

ことを配布の際に周知すること。 

クリームサンドビスケッ

ト 

（60 食/箱） 

直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

原料の一部にアレルギー物質（小麦・乳）を含むことを配

布の際に周知すること。 

アルファ化米白米 

（50 食/箱） 
直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

アルファ化米ひじきご

飯 

（50 食/箱） 

直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

アルファ化米わかめご

飯 

（50 食/箱） 

直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

アルファ化米田舎ご飯 

（50 食/箱） 
直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

アルファ化米五目ご飯 

（50 食/箱） 

直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

原料の一部にアレルギー物質（小麦・大豆）を含むことを

配布の際に周知すること。 

ショートブレッド 

（80 食/箱） 

直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

原料の一部にアレルギー物質（小麦・乳・大豆・オレンジ）を

含むことを配布の際に周知すること。 

粉ミル

ク一式 

粉ミルク 

直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

原料の一部にアレルギー物質（乳、大豆）を含むことを配

布の際に周知すること。 

粉ミルク（アレルギー対

応） 

直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

（育児用ミルク、牛乳などを与えて下痢や湿疹などの症状

が出る乳幼児に使用できるミルクアレルゲン除去食品） 

使い捨てほ乳ボトル 直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

備品 

アルミブランケット 

（50 枚/箱） 
直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

エアーマット 

（50 セット/箱） 
直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 



 

大分類 備蓄品目 注意事項 

使い捨て簡易トイレ 

（100 回分/箱） 
直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

組立式簡易トイレ 

（1 台/箱） 
直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

生理用品 直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

備品 

救急セット 

（1 セット/箱） 
直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

マスク 直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

手指消毒剤 

火気の近くで保管しないこと。 

通風を良くし、温度、湿度、遮光に注意し、暗所に保管す

ること。 

乳幼児の手の届かないところに保管すること。 

発電機 

（1 台/箱） 

直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

一酸化炭素中毒の恐れがあるため、室内での使用は行

わないこと。 

使用後は燃料のカセットガスを取り除き、発電機の熱が

冷めてから保管すること。 

カセットガス 

（24 本/箱） 

直射日光や40℃以上になるような高温多湿を避け、室

内に保管すること。使用後はキャップをして保管するこ

と。 

三脚 

（1 台/箱） 

直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

使用後は投光器の熱が冷めてから保管すること。 

コードリール 

（1 台/箱） 
直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

蓄電池 直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

充電器 直射日光や高温多湿を避け、室内に保管すること。 

 

  
※都立施設を活用した一時滞在施設運営対応マニュアルより抜粋 



 

＜参考資料 4-2＞ 都立一時滞在施設備蓄品等管理簿（参考例）

 

（様式３）

　　　　　 年 月 日

施設名

No.

品目
既存の備蓄
数量（A)

払出し数量
（B)

追加数量
（C)

残数量
（D=A-B+C)

備考

都立一時滞在施設用備蓄品等管理簿

※この用紙は施設で保管しておく。 ※都立施設を活用した一時滞在施設運営対応マニュアルより抜粋 



 

＜参考資料 4-3＞ 都立一時滞在施設管理運営組織一覧（参考例） 

都立一時滞在施設管理運営組織名簿 

 
                                            年       月       日  現在 

 
〈管理責任者等〉 

管理責任者 

＜ヘッドクオーター＞ 

 

（副管理責任者） 

＜サブヘッドクオーター＞ 

 

（ケア・ハイ・コミッショナー）  

ケア・コミッショナー   

 
〈運営組織〉 （各班長１名に◎印、副班長１名に○印を記入する） 

 氏      名 部署等 氏       名 部署等 

 

総務班 

    

    

    

情報班 

    

    

    

保健医療班 
    

    

物資班 

    

    

    

相談班 

    

    

ケア・コミッ

ショナー付 

    

    

防犯班 
    

    

自衛消防班 
    

    

 ※都立施設を活用した一時滞在施設運営対応マニュアルより抜粋 



 

＜参考資料４-4＞ 防災関係者連絡先一覧 

防災関係者連絡先一覧 

 

年       月       日  現在 
 

 東京都災害対策本部帰宅困難者対策部門 ℡              Fax             

 

 ①［                   ］ 担当者［                   ］   

℡           Fax           

 

②［                          ］ 担当者［                   ］   

℡           Fax           

③［                          ］ 担当者［                   ］   

℡           Fax           

④［                          ］ 担当者［                   ］   

℡           Fax           

⑤［                          ］ 担当者［                   ］   

℡           Fax           

⑥［                          ］ 担当者［                   ］   

℡           Fax           

⑦区市町村災害対策本部      ℡                 Fax                

 

施設周辺の緊急連絡先 

 

 

 

 

 

 

 

 

①病院  〔          〕℡          Fax           

 〔          〕℡          Fax           

 

②消防署  〔          〕℡          Fax           

③警察署  〔          〕℡          Fax           

④電気  〔          〕℡          Fax           

⑤ガス  〔          〕℡           Fax          

⑥上水道  〔          〕℡           Fax           

  

 

 

 ※都立施設を活用した一時滞在施設運営対応マニュアルより抜粋 




